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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　周波数領域において少なくとも１つのサブキャリアを、そして、時間領域において連
続した複数のシンボル期間を備えるサブフレームを使用して通信をサポートするシステム
において、前記複数のシンボル期間のうちのシンボル期間を有する少なくとも１つのシン
ボルを含む前記サブフレームを識別することと、
　　前記少なくとも１つのシンボルの前記シンボル期間よりも短い前記時間領域における
持続時間を伴う第１のリソースセグメントを識別すること、ここにおいて、前記第１のリ
ソースセグメントは、前記少なくとも１つのシンボルのサイクリックプリフィックス（Ｃ
Ｐ）とは異なる持続時間を有する第１のＣＰを備える、と、
　　前記少なくとも１つのシンボルの前記シンボル期間よりも短い前記時間領域における
持続時間を伴う第２のリソースセグメントを識別すること、ここにおいて、前記第２のリ
ソースセグメントは、前記少なくとも１つのシンボルの前記サイクリックプリフィックス
（ＣＰ）とは異なる持続時間を有する第２のＣＰを備え、前記時間領域における前記第１
のおよび第２のリソースセグメントの合計の持続時間は、前記少なくとも１つのシンボル
の前記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、と、
　　前記サブフレームにおける前記少なくとも１つのシンボルを利用して、および前記第
１のリソースセグメントまたは前記第２のリソースセグメントのうちの少なくとも１つを
利用して１サブフレーム内でノードと通信することと、
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　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ノードと通信することは、
　　共通サブフレームにおいて、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソース
セグメントを利用して通信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ノードと通信することは、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記シンボ
ル期間を有するシンボル、において、制御またはデータ信号を受信することを備え、ここ
において、前記制御またはデータ信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シン
ボル期間に及ぶ、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメントを識別
すること、ここにおいて、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間は、
前記シンボル期間よりも長い、
　をさらに備え、
　ここにおいて、ノードと通信することは、前記第１の、第２の、および第３のリソース
セグメントを利用する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ノードと通信することは、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記第３の
リソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を受信することを備え、ここにおい
て、前記制御またはデータ信号は、前記第１の、第２の、および第３の持続時間に及ぶ、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそれらの組合
せは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　シンボルは、前記ＤＭＲＳの一部を備え、前記シンボルは、前記シンボル期間を有して
おり、前記ＤＭＲＳは、第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル期間に及ぶ、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそれらの組合
せは、共通基準信号（ＣＲＳ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　シンボルは、前記ＣＲＳの一部を備え、前記シンボルは、前記シンボル期間を有してお
り、前記ＣＲＳは、第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル期間に及ぶ、請求
項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそれらの組合
せは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）基準信号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　シンボルは、前記ＣＳＩ基準信号の一部を備え、前記シンボルは、前記シンボル期間を
有しており、前記ＣＳＩ基準信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル
期間に及ぶ、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　周波数領域において少なくとも１つのサブキャリアを、そして、時間領域において連
続した複数のシンボル期間を備えるサブフレームを使用して通信をサポートするシステム
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において、前記複数のシンボル期間のうちのシンボル期間を有する少なくとも１つのシン
ボルを含む前記サブフレームを識別するための手段と、
　　前記少なくとも１つのシンボルの前記シンボル期間よりも短い前記時間領域における
持続時間を伴う第１のリソースセグメントを識別するための手段、ここにおいて、前記第
１のリソースセグメントは、前記少なくとも１つのシンボルのサイクリックプリフィック
ス（ＣＰ）とは異なる持続時間を有する第１のＣＰを備える、と、
　　前記少なくとも１つのシンボルの前記シンボル期間よりも短い前記時間領域における
持続時間を伴う第２のリソースセグメントを識別するための手段、ここにおいて、前記第
２のリソースセグメントは、前記少なくとも１つのシンボルの前記サイクリックプリフィ
ックス（ＣＰ）とは異なる持続時間を有する第２のＣＰを備え、前記時間領域における前
記第１のおよび第２のリソースセグメントの合計の持続時間は、前記少なくとも１つのシ
ンボルの前記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、と、
　　前記サブフレームにおける前記少なくとも１つのシンボルを利用して、および前記第
１のリソースセグメントまたは前記第２のリソースセグメントのうちの少なくとも１つを
利用して１サブフレーム内でノードと通信するための手段と、
　　を備える、装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であっ
て、前記コードは、請求項１ないし１１のいずれか一項に記載の方法を行うように実行可
能な命令を備える、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［相互参照］
　[0001]　本特許出願は、「Nested System Operation」と題され２０１５年１２月２日
に出願された、Ｌｕｏ他による米国特許出願第１４／９５７，４１７号、「Nested Syste
m Operation」と題され２０１５年１月１６日に出願された、Ｌｕｏ他による米国仮特許
出願第６２／１０４，６２９号、および「Nested System Operation」と題され２０１４
年１２月９日に出願された、Ｌｕｏ他による米国仮特許出願第６２／０８９，７９２号に
対して優先権を主張し、それらの各々は、本願の譲受人に譲渡される。
【０００２】
［本開示の分野］
　[0002]　本開示は、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、ワイヤレス通信
システムにおける異なるサービスのためのリソーススケジューリングについての技法に関
する。
【背景技術】
【０００３】
［関連技術の説明］
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展
開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって、マルチプルなユーザとの通信をサポートする
ことができる多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多
元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを
含む。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつかの基地局を含み得、
それらの各々は、別名ユーザ装置（ＵＥ）として知られるマルチプルな通信デバイスのた
めの通信を同時にサポートする。基地局は、ダウンリンクチャネル（例えば、基地局から
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ＵＥへの送信のための）およびアップリンクチャネル（例えば、ＵＥから基地局への送信
のための）上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]　技術の進歩に伴い、ワイヤレス通信ネットワーク内のより高度（advanced）な
モバイルデバイスには、そのネットワークにおいて動作するレガシーモバイルデバイス（
例えば、従前の工業規格にしたがって動作するデバイス）と比べて異なるタイミング特性
にしたがって通信が送信されるかまたは異なる制御情報を送信が有するという性能（capa
bilities）を、有し得るものがある。ネットワーク内のリソースは、アドバンストモバイ
ルデバイスにもレガシーモバイルデバイスにもサービスを提供するために使用され得、ま
たはアドバンストモバイルデバイスに複数の異なるタイプのサービスを提供するために使
用され得る。ある特定の状況では、アドバンストモバイルデバイスをサポートし、かつレ
ガシーモバイルデバイスのための下位互換性も提供するために、異なるモバイルデバイス
に基づいたワイヤレス通信ネットワークのリソースの割り振りについてフレキシビリティ
を提供することが、望ましい可能性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　ワイヤレス通信システムにおけるリソースのスケジューリングおよび利用のた
めのシステム、方法およびデバイスが説明される。ワイヤレス通信システム内で動作する
基地局またはユーザ装置（ＵＥ）は、例えば、共通のトーン間隔、帯域幅、送信時間間隔
（ＴＴＩ）指定等を維持しながら、２つ以上の異なる構成のリソース（例えば、シンボル
）持続時間を使用して通信し得る。例えば、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボルは
細分化またはセグメント化され得、サイクリックプリフィックスを含み得る各セグメント
は、リソースユニットとして利用され得る。
【０００７】
　[0007]　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法が説明される。この方法は、シンボル
期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成することと、シ
ンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成すること
であって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい、第２のリソースセグメントを構成することと、構成された第１のお
よび第２のリソースセグメントを利用して通信することと、を含み得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレスデバイスにおける通信のための装置が説明される。この装置は、シ
ンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成するため
の手段と、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを
構成するための手段であって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボ
ル期間よりも短いかまたはそれに等しい、第２のリソースセグメントを構成するための手
段と、構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信するための手段
と、を含み得る。
【０００９】
　[0009]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのさらなる装置が説明される。この装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信するメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み得る。命令は、装置に、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソ
ースセグメントを構成することと、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２
のリソースセグメントを構成することであって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持
続時間は、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、第２のリソースセグメントを
構成することと、構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信する
ことと、を行わせるように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的なコンピ
ュータ読み取り可能な媒体が説明される。コードは、シンボル期間よりも短い第１の持続
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時間を有する第１のリソースセグメントを構成することと、シンボル期間よりも短い第２
の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成することであって、第１のおよび第
２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、第２
のリソースセグメントを構成することと、構成された第１のおよび第２のリソースセグメ
ントを利用して通信することと、を実行可能な命令を含み得る。
【００１１】
　[0011]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例は、シンボル期間を有するシンボルを構成するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得、ここで、ワイヤレスデバイスと通信することは、構成された
シンボル、構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信することを
含む。追加的に、または代替的に、いくつかの例では、通信することは、共通サブフレー
ムにおいて、構成されたシンボルならびに構成された第１のおよび第２のリソースセグメ
ントを利用して通信することを含む。
【００１２】
　[0012]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメントは、第１のサイクリックプリフィックス（Ｃ
Ｐ）を含み、第２のリソースセグメントは、第２のＣＰを含む。いくつかの例では、通信
することは、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、およびシンボル期
間を有するシンボルにおいて、制御またはデータ信号を送信することを含む。制御または
データ信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ（spans）。
【００１３】
　[0013]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例は、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメン
トを構成することであって、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間が
シンボル期間よりも長い、第３のリソースセグメントを構成することと、構成された第１
の、第２の、および第３のリソースセグメントを利用して通信することと、を行うための
プロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加的に、または代替的に、いく
つかの例では、通信することは、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント
、および第３のリソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を送信することを含
み、ここで、制御またはデータ信号は、第１の、第２の、および第３の持続時間に及ぶ。
【００１４】
　[0014]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を含む。追加的に、または代替的に、いくつかの
例では、シンボルは、ＤＭＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、こ
こで、ＤＭＲＳは、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００１５】
　[0015]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、セル固有の基準信号（ＣＲＳ）を含む。追加的に、または代替的に、いくつ
かの例では、シンボルは、ＣＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、
ここで、ＣＲＳは、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００１６】
　[0016]　第１のおよび第２のリソースセグメントは、第１のコンポーネントキャリアの
周波数リソースを含み得、上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り
可能な媒体のいくつかの例は、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソースを利用し
て、第１のコンポーネントキャリアの周波数リソースをスケジューリングするためのプロ
セス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加的に、または代替的に、第２のコ
ンポーネントキャリアの周波数リソース上で、第１のまたは第２のリソースセグメントに
関するフィードバックを受信するための、いくつかの例、プロセス、特徴、手段、または
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命令である。
【００１７】
　[0017]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）基準信号を含む。追加的に、または代替的に、
いくつかの例では、シンボルは、ＣＳＩ基準信号の一部を含み、シンボルはシンボル持続
時間を有しており、ここで、ＣＳＩ基準信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびにシ
ンボル期間に及ぶ。
【００１８】
　[0018]　ワイヤレスデバイスにおける通信のさらなる方法も説明される。この方法は、
シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別するこ
とと、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別
することであって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間より
も短いかまたはそれに等しい、第２のリソースセグメントを識別することと、第１のおよ
び第２のリソースセグメントを利用してノードと通信することと、を含み得る。
【００１９】
　[0019]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのさらなる装置も説明される。この装
置は、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別
するための手段と、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグ
メントを識別するための手段であって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は
、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、第２のリソースセグメントを識別する
ための手段と、第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信するため
の手段と、を含み得る。
【００２０】
　[0020]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのさらなる装置も説明される。この装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信するメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み得る。命令は、装置に、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソ
ースセグメントを識別することと、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２
のリソースセグメントを識別することであって、第１のおよび第２の持続時間の合計の持
続時間は、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、第２のリソースセグメントを
識別することと、第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信するこ
とと、を行わせるように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２１】
　[0021]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶するさらなる非一時的
なコンピュータ読み取り可能な媒体も説明される。コードは、シンボル期間よりも短い第
１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別することと、シンボル期間よりも
短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別することであって、第１の
および第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等し
い、第２のリソースセグメントを識別することと、第１のおよび第２のリソースセグメン
トを利用してノードと通信することと、を実行可能な命令を含み得る。
【００２２】
　[0022]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例は、シンボル期間を有するシンボルを識別するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得、ここで、通信することは、シンボルならびに第１のおよび第
２のリソースセグメントを利用して通信することを含む。追加的に、または代替的に、い
くつかの例では、ノードと通信することは、共通サブフレームにおいて、シンボルならび
に第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信することを含む。
【００２３】
　[0023]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメントは、第１のＣＰを含み、第２のリソースセグ
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メントは、第２のＣＰを含む。追加的に、または代替的に、いくつかの例では、ノードと
通信することは、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、およびシンボ
ル期間を有するシンボルにおいて、制御またはデータ信号を受信することを含み、ここで
、制御またはデータ信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００２４】
　[0024]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例は、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメン
トを識別することであって、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間が
シンボル期間よりも長い、第３のリソースセグメントを識別することと、第１の、第２の
、および第３のリソースセグメントを利用して通信することと、を行うためのプロセス、
特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加的に、または代替的に、いくつかの例で
は、ノードと通信することは、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、
および第３のリソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を受信することを含み
、ここで、制御またはデータ信号は、第１の、第２の、および第３の持続時間に及ぶ。
【００２５】
　[0025]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、ＤＭＲＳを含む。追加的に、または代替的に、いくつかの例では、シンボル
は、ＤＭＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、ＤＭＲＳは、第１の
および第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００２６】
　[0026]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、ＣＲＳを含む。追加的に、または代替的に、いくつかの例では、シンボルは
、ＣＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、ＣＲＳは、第１のおよび
第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００２７】
　[0027]　上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体のい
くつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれら
の組合せは、ＣＳＩ基準信号を含む。追加的に、または代替的に、いくつかの例では、シ
ンボルは、ＣＳＩ基準信号の一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、ＣＳＩ
基準信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００２８】
　[0028]　第１のおよび第２のリソースセグメントは、第１のコンポーネントキャリアの
周波数リソースを含み得、上述した方法、装置、または非一時的なコンピュータ読み取り
可能な媒体のいくつかの例は、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソースを利用し
て、第１のコンポーネントキャリアの周波数リソースに関するグラント（grants）を受信
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加的に、または代替
的に、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソース上で、第１のまたは第２のリソー
スセグメントに関するフィードバックを送信するための、いくつかの例、プロセス、特徴
、手段、または命令である。
【００２９】
　[0029]　上の記載は、以下の詳細な説明がよりよく理解され得るように、本開示にした
がった例の特徴および技術的利点を、ある程度広く概説したものである。追加的な特徴お
よび利点が以下に説明されることになる。開示される概念および特定の例は、本開示と同
じ目的を実行するために他の構造を修正または設計するための基礎として、容易に利用さ
れ得る。そのような同等の構造は、添付の特許請求の範囲の範囲（the scope）から逸脱
しない。本明細書に開示される概念の特性は、それらの構成（organization）および動作
の方法の両方に関して、関連した利点と共に、添付の図と関連して考慮されるときに以下
の説明からよりよく理解されるであろう。これら図の各々は、単に例示および説明のため
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のみに提供されており、特許請求の範囲の限定の定義として提供されているのではない。
【００３０】
　[0030]　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することで実現
され得る。添付の図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し得
る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後にダッシュと同様の
コンポーネント同士を区別する第２のラベルとを続けることによって、区別され得る。明
細書において第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに
関係なく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの何れのコンポー
ネントにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】[0031]　図１は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
（nested system operation）をサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】[0032]　図２は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートためにワイヤレス通信システムにおいて使用され得るフレーム構造の例を例示
する。
【図３Ａ】[0033]　図３Ａは、本開示の様々な態様にしたがって、送信または受信され得
る無線フレームおよび異なるサブフレームの例を概念的に例示するブロック図の例を例示
する。
【図３Ｂ】[0034]　図３Ｂは、本開示の様々な態様にしたがってクロスキャリアスケジュ
ーリングの例を概念的に例示するブロック図の例を例示する。
【図４Ａ】[0035]　図４Ａは、本開示の様々な態様にしたがって送信または受信され得る
無線サブフレームの例を概念的に例示するブロック図の例を例示する。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本開示の様々な態様にしたがって送信または受信され得る無線サブ
フレームの例を概念的に例示するブロック図の例を例示する。
【図４Ｃ】図４Ｃは、本開示の様々な態様にしたがって送信または受信され得る無線サブ
フレームの例を概念的に例示するブロック図の例を例示する。
【図５】[0036]　図５は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図６】[0037]　図６は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図７】[0038]　図７は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートするシンボル適応モジュールのブロック図を示す。
【図８】[0039]　図８は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートするモバイルデバイスを含むシステムのブロック図を例示する。
【図９】[0040]　図９は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム動作
をサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１０】[0041]　図１０は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【図１１】[0042]　図１１は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【図１２】[0043]　図１２は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【図１３】[0044]　図１３は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【図１４】[0045]　図１４は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【図１５】[0046]　図１５は、本開示の様々な態様にしたがって、ネストされたシステム
動作のための方法を例示するフローチャートを示す。
【詳細な説明】
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【００３２】
　[0047]　異なるタイプの通信に関するリソーススケジューリングのための、および異な
るバージョンの通信規格にしたがって動作するデバイスをサポートするための技法が、説
明される。これは一般に、ネストされたシステム動作（nested system operation）とし
て説明され得る。いくつかの例では、基地局および１つのまたはいくつかの（several）
ユーザ装置（ＵＥ）は、複数の異なる構成のリソース（例えば、シンボル）持続時間を使
用して、ワイヤレス通信システム内で動作するように構成され得る。システム内のリソー
スは、レガシーデバイス、例えば、従前のバージョンの通信規格にしたがって動作するデ
バイス、との互換性を維持しながら、通信、例えば、ある特定のデバイスに関する低レイ
テンシ要件、をサポートするように構成され得る。新しいデバイスに、改良されたコンポ
ーネントキャリアまたは低レイテンシ動作をサポートすること等の利点を提供するために
、リソースは、明確に定義されたトーン間隔、シンボル持続時間、帯域幅、送信時間間隔
（ＴＴＩ）等を有するシステムを、補完（complement）するように構成され得る。よって
、１つのヌメロロジー（numerology）にしたがって構成された物理リソースが、異なるヌ
メロロジーにしたがって動作するように一般に構成されたシステム内に、ネスト（nested
）され得る。
【００３３】
　[0048]　以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、
適用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説
明される要素の機能および配列に変更が成され得る。様々な例は、必要に応じて様々なプ
ロシージャまたはコンポーネントを省略、置き換え、または追加し得る。例えば、説明さ
れる方法は、説明されるものとは異なる順序で実施され得、そして様々なステップは、追
加、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの例について説明される複数の特
徴は、他の例では組み合わせられ得る。
【００３４】
　[0049]　まず図１を参照すると、図は、本開示の態様による、ワイヤレス通信システム
１００の例を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、アクセスポイントとも呼ばれ
得る複数の基地局（例えば、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いく
つかのユーザ装置（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５の
うちのいくつかは、基地局コントローラ（示されていない）の制御下で、ＵＥ１１５と通
信し得、それは、様々な例においてある特定の基地局１０５（例えば、ｅＮＢまたは他の
アクセスポイント）またはコアネットワーク１３０の一部であり得る。基地局１０５は、
バックホールリンク１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユ
ーザデータを通信し得る。複数の例において、基地局１０５は、直接的にまたは間接的に
、バックホールリンク１３４上で互いに通信し得、それはワイヤードまたはワイヤレス通
信リンクであり得る。ワイヤレス通信システム１００は、マルチプルなキャリア（異なる
周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、変調された信
号を、それらマルチプルなキャリア上で同時に送信することができる。例えば、各通信リ
ンク１２５は、上述した様々な無線技術にしたがって変調されたマルチキャリア信号であ
り得る。各変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（例えば、基準信号、制
御チャネル等）、オーバヘッド情報、データ等を搬送し得る。
【００３５】
　[0050]　基地局１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介してＵＥ１
１５とワイヤレスに通信し得る。基地局１０５の位置（sites）の各々は、それぞれのカ
バレッジエリア１１０に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの例では、基地局１０５
は、ベーストランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳ
Ｓ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホーム
ｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ得る。基地局のカバレッジエリア１
１０は、カバレッジエリアの一部のみを構成するセクタ（示されていない）に分割され得
る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロ、
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マイクロ、および／またはピコ基地局）を含み得る。基地局１０５はまた、セルラおよび
／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術のような異なる無線技術を利用し得、よってアクセス
ポイントと称され得る。基地局１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは
オペレータ展開に関連し得る。同じまたは異なるタイプの基地局１０５のカバレッジエリ
アを含む、同じまたは異なる無線技術を利用する、および／または同じまたは異なるアク
セスネットワークに属する、異なる基地局１０５のカバレッジエリアは、オーバーラップ
し得る。
【００３６】
　[0051]　ＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型Ｎｏ
ｄｅＢ（ｅノードＢまたはｅＮＢ）という用語が、基地局１０５を説明するために一般に
使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのアクセスポイントが様
々な地理的領域にカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る
。例えば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他
のタイプのセルに通信カバレッジを提供し得る。ピコセル、フェムトセル、および／また
は他のタイプのセル等のスモールセルは、低電力ノードまたはＬＰＮを含み得る。マクロ
セルは一般に、相対的に広い地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、
ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥ１１５による無制限のアクセスを可
能にし得る。スモールセルは、一般に相対的により狭い地理的エリアをカバーすることに
なり、例えば、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥ１１５による無制限
のアクセスを可能にし得、そして無制限のアクセスに加えて、このスモールセルと関連の
あるＵＥ１１５（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）のＵＥ、家の中にいるユ
ーザに関するＵＥ等）による制限付のアクセスも提供し得る。マクロセルのためのｅＮＢ
はマクロｅＮＢと称され得る。スモールセルのためのｅＮＢはスモールセルｅＮＢと称さ
れ得る。ｅＮＢは、１つのまたはマルチプルな（例えば、２つ、３つ、４つ等の）セルを
サポートし得る。
【００３７】
　[0052]　コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１インタ
フェース等）を介して、基地局１０５（例えば、ｅＮＢまたは他のアクセスポイント）と
通信し得る。基地局１０５はまた、例えば、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２イ
ンタフェース等）を介して、および／または、（例えば、コアネットワーク１３０を通し
て）バックホールリンク１３２を介して、直接的にまたは間接的に、互いに通信し得る。
ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作の
場合、複数の基地局１０５は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５
からの送信は、時間的にほぼアラインされ得る。非同期動作の場合、複数の基地局１０５
は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は、時間的にア
ラインされない可能性がある。ここに説明される技術は、同期動作または非同期動作の何
れにも使用され得る。
【００３８】
　[0053]　ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に分散しており、各ＵＥ１
１５は、固定式またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、モバイ
ル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニッ
ト、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語でも呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、セルラフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュ
ータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、時計または眼鏡のようなウェアラブ
ルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局等であり得る。ＵＥ１１５は、マク
ロｅノードＢ、スモールセルｅノードＢ、リレイ等と通信することが可能であり得る。Ｕ
Ｅ１１５はまた、セルラまたは他のＷＷＡＮアクセスネットワーク、あるいはＷＬＡＮア
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クセスネットワークのような異なるアクセスネットワーク上で通信することが可能であり
得る。システム１００内の様々なＵＥ１１５は、異なるワイヤレス規格にしたがって、ま
たは特定のワイヤレスの規格の異なるバージョン（例えば、「リリース」）にしたがって
、動作し得る。例えば、ある特定のＵＥ１１５は、ある特定のバージョンのＬＴＥ規格（
例えば、ＬＴＥリリース１１またはそれ以前）にしたがって動作し得る。これらのデバイ
スは、それらがレガシー、または現在の規格の従前のリリースを利用することから、レガ
シーＵＥと称され得る。同様に、他のＵＥ１１５は、ＬＴＥ規格の異なるバージョン（例
えば、リリース１１の後の）にしたがって動作し得るか、あるいはそのようなデバイスは
ＬＴＥ規格に定められたものを超えた特徴を用い得る。そのようなＵＥ１１５は、非レガ
シーＵＥ、アドバンストＵＥ、改良されたＵＥ、低レイテンシＵＥ、ハイブリッドＵＥ等
と称され得る。
【００３９】
　[0054]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、ＵＥ１１５か
ら基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５からＵＥ１１５への
ダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信はフォワードリンク送信とも呼
ばれ得、一方でアップリンク送信はリバースリンク送信とも呼ばれ得る。各通信リンク１
２５は、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上述した様々な無
線技術にしたがって変調されたマルチプルなサブキャリア（例えば、異なる周波数の波形
信号）から構成される信号であり得る。各変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ得
、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル等）、オーバヘッド情報、ユーザデータ等
を搬送し得る。通信リンク１２５は、（例えば、ペアのスペクトルリソースを使用した）
周波数分割複信（ＦＤＤ）、または（例えば、ペアになっていないスペクトルリソースを
使用した）時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して、双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（例
えば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（例えば、フレーム構造タイプ２）に関する
フレーム構造が定義され得る。
【００４０】
　[0055]　システム１００のいくつかの例では、基地局１０５またはＵＥ１１５は、基地
局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質および信頼性を改善させるためにアンテナダイバ
ーシティスキームを用いるためのマルチプルなアンテナを含み得る。追加的に、または代
替的に、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化されたデータを搬
送するマルチプルな空間レイヤを送信するためにマルチパス環境を活用し得る、多入力多
出力（ＭＩＭＯ）技法を用い得る。
【００４１】
　[0056]　ワイヤレス通信システム１００は、マルチプルなセルまたはキャリア上での動
作、つまりキャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と称され得る特
徴を、サポートし得る。キャリアはまた、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チ
ャネル等とも称され得る。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」および
「チャネル」という用語は、ここで置換え可能に使用され得る。ＵＥ１１５は、キャリア
アグリゲーションのためにマルチプルなダウンリンクＣＣおよび１つまたは複数のアップ
リンクＣＣで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤおよびＴＤＤコンポー
ネントキャリアの両方で使用され得る。
【００４２】
　[0057]　「コンポーネントキャリア」という用語は、ＣＡ動作においてＵＥによって利
用されるマルチプルなキャリアの各々を指し得、システム帯域幅の他の部分とは異なり得
る。例えば、コンポーネントキャリアは、独立してまたは他のコンポーネントキャリアと
組み合わせて利用されることができる相対的に狭い帯域幅のキャリアであり得る。各コン
ポーネントキャリアは、例えば、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基づいた分
離されたキャリア（isolated carrier）と同じ性能を提供し得る。より大きい帯域幅、お
よび例えばより高いデータレートをいくつかのＵＥ１１５に提供するために、マルチプル
なコンポーネントキャリアがコンカレントに利用されまたはアグリゲートされ得る。した
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がって、個々のコンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１５と下位互換性があり得る
一方で、他のＵＥ１１５は、マルチキャリアモードにおいてマルチプルなコンポーネント
キャリアで構成され得る。
【００４３】
　[0058]　ＤＬのために使用されるキャリアは、ＤＬ　ＣＣと称され得、ＵＬのために使
用されるキャリアは、ＵＬ　ＣＣと称され得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーショ
ンのためにマルチプルなＤＬ　ＣＣおよび１つまたは複数のＵＬ　ＣＣで構成され得る。
各キャリアは、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル等）、オーバヘッド情報、デ
ータ等を送信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、マルチプルなキャリアを利用して
単一の基地局１０５と通信し得、また同時に異なるキャリア上でマルチプルな基地局と通
信し得る。基地局１０５の各セルは、ＵＬコンポーネントキャリア（ＣＣ）およびＤＬ　
ＣＣを含み得る。基地局１０５に関する各サービングセルのカバレッジエリア１１０は、
異なり得る（例えば、異なる周波数バンド上のＣＣは、異なるパス損失を経験し得る）。
【００４４】
　[0059]　いくつかの例では、１つのキャリアが、ＵＥ１１５に関するプライマリキャリ
ア、またはプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と指定され、それは、プライマ
リセル（Ｐセル）によってサービス提供され得る。プライマリセルは、ＵＥごとに、上位
レイヤ（higher layers）（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）等）によって半静的に
構成され得る。ある特定のアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、および物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信されるスケジューリング情報は、プライマリセルによ
って搬送される。追加的なキャリアが、セカンダリキャリア、またはセカンダリコンポー
ネントキャリア（ＳＣＣ）として指定され得、それは、セカンダリセル（Ｓセル）によっ
てサービス提供され得る。セカンダリセルは、同様に、ＵＥごとに半静的に構成され得る
。一部の例では、セカンダリセルは、プライマリセルと同じ制御情報を含まないかまたは
プライマリセルと同じ制御情報を送信するように構成されない可能性がある。いくつかの
例では、および以下に説明されるように、改良されたコンポーネントキャリア（ｅＣＣ）
が、例えば、Ｓセルとして構成され得る。ｅＣＣは、ネストされたシステム動作を利用し
得、それは、システム内のＵＥ１１５のレイテンシのニーズまたはトラフィック条件にし
たがって動的に調整され得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、第２のコンポーネント
キャリア（例えば、ＰＣＣ）の周波数リソースを利用して第１のＣＣ（例えば、ＳＣＣ）
のリソースを割り当てられ得る。例えば、第２のＣＣのサブフレームの１つまたは複数の
ＯＦＤＭシンボルは、第１のＣＣのリソースセグメントに関する制御情報をシグナリング
するように構成され得る。追加的に、または代替的に、ＵＥ１１５は、チャネル品質情報
（ＣＱＩ）、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバック（例えば、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ）等のような制御情報を、基地局１０５に送信するために、１つのＣＣを利用し
得る。以下に説明されるように、第１のＣＣのリソースセグメントは、第２のＣＣのシン
ボル期間よりも短い持続時間を有し得る。
【００４５】
　[0060]　一部の例では、ＵＥ１１５は、デュアル接続動作において理想的でないバック
ホールリンク１３４によって接続される２つ以上の基地局１０５からのセルによってサー
ビス提供され得る。例えば、サービング基地局１０５との間の接続は、精密な（precise
）タイミング調整を容易にするためには十分でない可能性がある。したがって、一部のケ
ースでは、ＵＥ１１５にサービス提供しているセルは、マルチプルなタイミング調整グル
ープ（ＴＡＧ）に分割され得る。各ＴＡＧは、ＵＥ１１５が異なるＵＬキャリアごとに異
なった方法でＵＬ送信を同期させ得るように、異なるタイミングオフセットに関連し得る
。
【００４６】
　[0061]　いくつかの例では、１つのセルは、ライセンススペクトルを利用し得、一方で
別のセルは、アンライセンススペクトルを利用し得る。ｅＣＣは、例えば、アンライセン
ススペクトルに関して構成され得る。大まかに言って、いくつかの管轄におけるアンライ
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センススペクトルは、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）～６ギガヘルツ（ＧＨｚ）にわたり得
る（range）。よってここで使用される場合、「アンライセンススペクトル」または「共
有スペクトル」という用語は、それらのバンドの周波数に関係なく、ＩＳＭ（industrial
, scientific and medical）無線バンドを指し得る。いくつかの例では、アンライセンス
スペクトルは、Ｕ－ＮＩＩ無線バンドであり、それはまた、５ＧＨｚまたは５Ｇバンドと
も称され得る。一方で、「ライセンススペクトル」または「セルラスペクトル」という用
語は、所管官庁から行政上の許可を受けて（under administrative license from a gove
rning agency）ワイヤレスネットワークオペレータによって利用されるワイヤレススペク
トルを指すために、ここで使用され得る。
【００４７】
　[0062]　図２は、図１を参照して上述したワイヤレス通信システム１００を含むワイヤ
レス通信システムにおいて使用され得るフレーム構造２００の例を例示する図である。例
えば、フレーム構造２００は、ネストされたシステム動作をサポートするために使用され
得る。フレーム２１０、なおそれは１０ｍｓ持続時間を有し得る、は、１０個（１０）の
等しいサイズのサブフレーム（例えば、サブフレーム２２５、２３０、２３５、２４０、
２４５等）に分割され得る。
【００４８】
　[0063]　ＯＦＤＭＡコンポーネントキャリア（ＣＣ）２５０は、通常のサイクリックプ
リフィックスの場合、各時間スロットが７つのＯＦＤＭシンボル２６６を含む、２つの時
間スロット２６２、２６４を表すリソースグリッドとして例示され得る。各ＯＦＤＭシン
ボル２６６は、シンボル期間として定義される持続時間を有し得る。以下にさらに詳細に
説明されるように、各サブフレーム２２５、よって１つまたは両方のスロット２６２また
は２６４はまた、シンボル期間よりも短い持続時間を有するリソースセグメントを含み得
る。したがって、いくつかの例では、ＣＣ２５０は、低レイテンシ動作をサポートするよ
うに構成されるｅＣＣである。
【００４９】
　[0064]　リソースグリッドは、マルチプルなリソース要素２５２に分割され得る。ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａシステムと同様に、リソースブロック２５６は、周波数領域において１２
個の連続したサブキャリア２６８を、そして、各ＯＦＤＭシンボル２６６について通常の
サイクリックプリフィックスの場合は、時間領域において７つの連続したＯＦＤＭシンボ
ル２６６、すなわち８４個のリソース要素２５２を、包含し得る。サブキャリア２６８に
関するトーン間隔は、１５ｋＨｚであり得、ＯＦＤＭシンボル２６６に関して有益なシン
ボル持続時間は、６６．６７μｓであり得る。ＯＦＤＭシンボル２６６はまた、通常のＬ
ＴＥサイクリックプリフィックスの場合は、各スロット２６２、２６４における最初のＯ
ＦＤＭシンボル２６６に関しては５．１μｓ、または他のＯＦＤＭシンボル２６６に関し
ては４．６９μｓであるサイクリックプリフィックスを含み得る。
【００５０】
　[0065]　いくつかの例では、サブフレーム２３０の構造内の１つまたは複数のＯＦＤＭ
シンボル２６６は、（図３に示されるように）さまざまな持続時間（varying durations
）を有するいくつかのリソースセグメントに分割され得る。例えば、シンボル期間よりも
短い持続時間を有する１つのリソースセグメントがサブフレーム２２５内に構成され得、
シンボル期間よりも短い持続時間を有する第２のリソースセグメントもまた、サブフレー
ム２２５内に構成され得る。これらのリソースセグメントは、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい合計の持続時間を有し得る。一部の例では、１つまたは両方のリソー
スセグメントは、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）を用いて構成される。サブフレー
ム２２５はまた、制御またはデータ信号がシンボルおよびリソースセグメントを利用して
送信され得るように、リソースセグメントに隣接（adjacent to）するように構成された
ＯＦＤＭシンボルを有し得、ここで、信号の持続時間は、リソースセグメントの持続時間
およびシンボル期間に及び得る。
【００５１】
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　[0066]　図２に例示されるように、リソース要素のうちのいくつか、Ｒで指定されたも
の（例えば、ＲＳリソース要素２５４）は、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含み得る。図
１のシステム１００では、例えば、基地局１０５は、例えば、ＵＥ１１５のチャネル推定
およびコヒーレント復調を支援するために、共通基準信号（ＣＲＳ）のような、パイロッ
トシンボル、または周期的なＤＬ－ＲＳを挿入し得る。ＣＲＳは、５０４異なるセル識別
子のうちの１つを含み得る。それらは、直角位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ）を使用し
て変調され、およびノイズおよび干渉に対するそれらの回復力を増す（make them resili
ent to）ために、電力ブースト（power boosted）され（例えば、周囲のデータ要素より
も６ｄＢ高く送信され）得る。ＣＲＳは、受信側のＵＥ１１５の（４つまでの）レイヤま
たはアンテナポートの数に基づいて、各リソースブロックにおいて、４～１６個のリソー
ス要素に埋め込まれ得る。追加的に、または代替的に、ＣＲＳは、以下に説明されるよう
に、リソースセグメントを利用して送信され得る。いくつかの例では、１つまたは複数の
サブフレーム（例えば、２２５、２３０、２３５、２４０、２４５）は、アドバンストＵ
Ｅ１１５のようなある特定のＵＥ１１５によって使用されるために割り振られ得、よって
それらのためにスケジューリングされるリソースを有し得る。そのような事例では、サブ
フレームにおいてレガシーＵＥ１１５のためにスケジューリングされるリソースはない可
能性があるが、レガシーＵＥ１１５はそれにも関わらずＣＲＳに関してそのサブフレーム
をモニタし得る。一部の例では、レガシーＵＥ１１５に関する干渉を最小化するために、
一貫性のあるＯＦＤＭヌメロロジー（numerology）（例えば、トーン間隔、ＯＦＤＭシン
ボル等）が、アドバンストＵＥ１１５およびレガシーＵＥ１１５の両方に関して用いた通
信をサポートするために、維持され得る。
【００５２】
　[0067]　基地局１０５のカバレッジエリア１１０中のすべてのＵＥ１１５によって利用
され得るＣＲＳに加えて、復調基準信号（ＤＭＲＳ）は、個別のＵＥ１１５を対象とし得
、それらのＵＥ１１５に割り当てられたリソースブロックまたはリソースセグメント上で
のみ送信され得る。ＤＭＲＳは、それらが送信される各リソースブロック内の６つのリソ
ース要素における信号を含み得る。他の例では、ＤＭＲＳは、単一のリソースセグメント
上で、またはマルチプルなリソースセグメント上で、送信され得る。一部の例では、２つ
のセットのＤＭＲＳは、隣接した（adjoining）複数のリソース要素において、またはリ
ソース要素（例えば、シンボル）とリソースセグメントとの組合せにおいて、送信され得
る。一部の例では、チャネル状態情報（ＣＳＩ）基準信号として知られる追加的な基準信
号が、ＣＳＩを生成することを援助するために含まれ得る。ＵＬでは、ＵＥ１１５は、復
調およびリンク適応について、それぞれ、ＵＬ　ＤＭＲＳおよび周期的なサウンディング
基準信号（ＳＲＳ）の組合せを送信し得る。
【００５３】
　[0068]　図３Ａは、本開示の態様による、ワイヤレス通信システム内で送信され得る無
線フレーム３０５の例を概念的に例示するブロック図３００である。無線フレーム３０５
は、例えば、１つまたは複数の基地局１０５と１つまたは複数のＵＥ１１５との間で、図
１を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００の一部を使用して送信され得る。
無線フレーム３０５は、上述したように、ｅＣＣのフレームであり得る。無線フレーム３
０５は、ダウンリンクサブフレーム３１０、特別な（special）サブフレーム３１５、ア
ップリンクサブフレーム３２０、または適応（adaptive）サブフレーム３２３、あるいは
それらの組合せを含む、アップリンクおよびダウンリンク通信のために様々に構成された
１０個（１０）の１ｍｓのサブフレームを含み得る。ダウンリンクサブフレーム３１０、
特別なサブフレーム３１５、アップリンクサブフレーム３２０、および適応サブフレーム
３２３は、各１ｍｓのサブフレーム内に、１４個（１４）のシンボル３２５を含む、図２
に関して上述したようなサブフレーム構造を含み得る。いくつかの例では、ダウンリンク
サブフレーム３１０は、ダウンリンクＯＦＤＭシンボルを含み得、アップリンクサブフレ
ーム３２０は、ＳＣ－ＦＤＭシンボルを含み得、そして特別なサブフレーム３１５および
適応サブフレーム３２３は、アップリンクＳＣ－ＦＤＭシンボルとダウンリンクＯＦＤＭ
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シンボルとの両方を含み得る。
【００５４】
　[0069]　いくつかの例では、ある特定のサブフレームは、シンボル期間よりも短い持続
時間を有するリソースセグメントを用いて構成される。例えば、適応サブフレーム３２３
は、リソースセグメント３３０、３３５、３４０、および３４５にさらに細分化され得る
いくつかのＯＦＤＭシンボル３２５を含み得る。各セグメントは、さまざまな長さ（vary
ing length）（例えば、持続時間）であり得るが、リソースセグメント３３０、３３５、
３４０および３４５の合計の持続時間は、ＯＦＤＭシンボル３２５のシンボル期間と等し
いものであり得る。したがって、基地局またはＵＥは、制御またはデータ信号、あるいは
その両方を送信または受信するために、リソースセグメント３３０、３３５、３４０、お
よび３４５を利用し得る。いくつかの例では、制御またはデータ信号は、リソースセグメ
ント（例えば、セグメント３４５）のいくらかまたはすべて、およびシンボル（例えば、
ＯＦＤＭシンボル３２５）のシンボル期間のいくらかまたはすべてに及び得る。一部の例
では、サブフレーム３２３の一部は、アドバンストＵＥ１１５に割り振られ（例えば、Ｏ
ＦＤＭシンボル２）、サブフレームの残りの部分（例えば、ＯＦＤＭシンボル０～１また
は３～１３）は、レガシーＵＥ１１５に割り振られ得る。追加的に、または代替的に、リ
ソースセグメント３３０、３３５、３４０、３４５は、サイクリックプリフィックス３５
０および３５５を含み得る。
【００５５】
　[0070]　故に、いくつかの例では、アドバンストＵＥのようなある特定のＵＥは、ＯＦ
ＤＭシンボル（例えば、ＯＦＤＭシンボル３２５）として構成されたリソース、またはリ
ソースセグメント（例えば、リソースセグメント３３５）に細分化されたリソース、ある
いはその両方を使用して、通信するように構成され得る。このフレキシブルなリソース構
成が、より低いレイテンシの通信をサポートするために利用され得る。例えば、適応サブ
フレーム３２３は、時分割多重に関して、様々なリソースセグメントまたはシンボルがア
ップリンクおよびダウンリンク通信のために利用され得るように、構成され得る。代替的
に、ダウンリンクサブフレーム（例えば、サブフレーム３１０）は、リソースセグメント
（例えば、リソースセグメント３３５、３４０または３４５）を用いて構成され得る。こ
れらのセグメントは、ダウンリンクバーストを提供するために、ＯＦＤＭシンボル３２５
のシンボル期間と比べて広い周波数バンドかつ短い持続時間を利用し得る。アップリンク
サブフレーム（例えば、サブフレーム３２０）は、リソースセグメントを利用するように
同様に構成され得る。
【００５６】
　[0071]　いくつかの例では、１つまたは複数のセグメントの持続時間またはそのような
セグメントのＯＦＤＭヌメロロジー（numerology）設計（例えば、トーン間隔またはＯＦ
ＤＭシンボル長）は、例えば、遅延拡散、ドップラーシフト等を含む、いくつかのファク
タに基づき得る。さらに、アドバンストＵＥのために構成されるある特定のリソースセグ
メントの構成はレガシーＵＥのためのリソース割り振りに影響を与え得るので、リソース
セグメントの持続時間は、レガシーＬＴＥのシステムヌメロロジー（numerology）に関し
て、定義され得る。
【００５７】
　[0072]　サイクリックプリフィックスを伴うＬＴＥ　ＯＦＤＭシンボル（例えば、３２
５）は、７１．４μｓのシンボル期間（例えば、持続時間）（例えば、４．７６μｓのＣ
Ｐを伴う６６．６７μｓのＯＦＤＭシンボル）を有し得る。したがって、一部の例では、
７１．４μｓは、リソースセグメントが動作のために同期される必要があり得る持続時間
を表し得る。例えば、リソースセグメントの持続時間が１６．６７μｓである場合、ＬＴ
Ｅシンボル期間内に４つ（４）のそのようなセグメントが構成され得、サイクリックプリ
フィックスには１．２μｓが残るが、それは、一部の例では短すぎる可能性がある。代替
的に、ＬＴＥシンボル期間内に１６．６７μｓの３つ（３）のリソースセグメントが構成
される場合、サイクリックプリフィックスは、７．１μｓであり得、それは、一部の例で
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は、長すぎる可能性がある。したがって、いくつかの例では、３つ（３）の１６．６７μ
ｓのリソースセグメントおよび１つ（１）の８．３３μｓのリソースセグメントが、ＬＴ
Ｅシンボル期間内に構成され得、これにより３．２７μｓのサイクリックプリフィックス
長が可能になり、それは、いくつかのシナリオでは好ましい可能性がある。
【００５８】
　[0073]　他の例では、リソースセグメントは、いくつかのＬＴＥシンボルの持続時間内
に構成され得る。例えば、３．７３μｓのサイクリックプリフィックスを伴う７つ（７）
の１６．６７μｓのリソースセグメントが、２つ（２）のＬＴＥシンボルの持続時間内に
構成され得る。リソースセグメントはよって、ＬＴＥシンボル期間で均一に分割されない
可能性があるが、そのような構成は依然として、適切なリソース割り振りを用いて下位互
換性をサポートし得る。例えば、適応サブフレーム３２３のＯＦＤＭシンボル２および３
が、説明されるようなリソースセグメントを用いて構成される場合、それらの２つのシン
ボルはレガシーＵＥには割り振られない可能性があるが、シンボル０、１および４～１３
は、依然としてレガシーＵＥによって利用され得る。
【００５９】
　[0074]　いくつかの例では、１つまたは複数の適応サブフレーム３２３は、ある特定の
ＵＥ１１５に、マルチメディアマルチキャストまたはブロードキャストサービスを提供す
るために使用されるマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦ
Ｎ：Multicast-broadcast single-frequency network）サブフレームであり得る。そのよ
うなサブフレームの構成は、例えば、ＰＢＣＨにおいて、システム内のアドバンストＵＥ
とレガシーＵＥとの両方にシグナリングされ得る。レガシーＵＥ１１５は、ＭＢＳＦＮサ
ブフレームのＭＢＳＦＮ部分をモニタしない可能性があり、よって、レガシーＵＥは、例
えば、マルチキャストまたはブロードキャストサービスを受信することができない可能性
があるので、ＭＢＳＦＮ部分を復号することを試みない可能性がある。その結果、ＭＢＳ
ＦＮサブフレームのＭＢＳＦＮ部分のリソースは、レガシーＵＥはそのような情報を復号
することを試みない可能性があるので、レガシーＵＥに悪影響を与えることなく、アドバ
ンストＵＥ１１５に割り振られ得る。したがって、マルチキャストブロードキャストサー
ビスを用いるシステムでは、使用されないＭＢＳＦＮサブフレームまたはＭＢＳＦＮサブ
フレームの一部は、ＬＴＥシンボル期間よりも短い持続時間を有するリソースセグメント
を用いて構成され得る。この構成は、レガシーＵＥとの迅速な（ready）下位互換性を提
供し得る。
【００６０】
　[0075]　図３Ｂは、本開示の態様による、ワイヤレス通信システム内で送信され得る無
線フレーム３０５－ａおよび３６０の例を概念的に例示するブロック図３０２である。無
線フレーム３０５－ａまたは３６０は、例えば、１つまたは複数の基地局１０５と１つま
たは複数のＵＥ１１５との間で、図１を参照して説明されたワイヤレス通信システム１０
０の一部を使用して、送信され得る。無線フレーム３０５－ａは、上述したように、ｅＣ
Ｃのフレームであり得、図３Ａを参照して上述した無線フレーム３０５の例であり得る。
【００６１】
　[0076]　上述したように、無線フレーム３０５－ａは、ダウンリンクサブフレーム３１
０－ａ、特別なサブフレーム３１５－ａ、アップリンクサブフレーム３２０－ａ、または
適応サブフレーム３２３－ａ、あるいはそれらの組合せを含む、アップリンクおよびダウ
ンリンク通信のために様々に構成された１０個（１０）の１ｍｓのサブフレームを含み得
る。１つまたは複数の適応サブフレームは、各１ｍｓのサブフレーム内に、いくつかのリ
ソースセグメントを用いてさらに構成され得る、１４個（１４）のシンボル３２５を含む
、図２に関して上述したようなサブフレーム構造を含み得る。
【００６２】
　[0077]　無線フレーム３６０は、ＵＥ１１５のための、ＰＣＣであり得る別のコンポー
ネントキャリアのフレームであり得る。無線フレーム３６０はまた、いくつかのサブフレ
ーム（例えば、サブフレーム３６５）を含み得、さらに複数のシンボル期間に分割され得
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る－－－例えば、サブフレーム３６５は、各１ｍｓのサブフレーム内に１４個（１４）の
ＯＦＤＭシンボルを有し得る。サブフレームのＯＦＤＭシンボルのうちのいくつかは、制
御情報を含み得、制御領域３７０と称され得、そして残りのシンボルは、データを含み得
るかまたはデータに割り振られ得、データ領域３７２と称され得る）。いくつかの例では
、（例えば、１つのＣＣの無線フレーム）の無線フレーム３６０のＯＦＤＭシンボル３７
５（またはＯＦＤＭシンボルの一部）は、無線フレーム３０５－ａ（例えば、ｅＣＣの無
線フレーム）のリソースをスケジューリングするために利用され得る。このクロスキャリ
アスケジューリングは、いくつかの例では、サブフレーム３６５のデータ領域３７２のリ
ソースを利用して実施され得る。したがって、１つのＣＣの周波数リソースは、別のＣＣ
の適応サブフレーム３２３の１つのまたはいくつかのリソースセグメント３３０－ａまた
は３３５－ａの周波数リソースをスケジューリングするために利用され得る。追加的に、
または代替的に、リソースセグメント３３０－ａまたは３３５－ａに関するフィードバッ
ク（例えば、ＣＱＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ等）は、無線フレーム３６０の周波数リソース（
例えば、ＯＦＤＭシンボル３７５）上で送信され（および受信）され得る。
【００６３】
　[0078]　無線フレーム３０５－ａおよび３６０のタイムラインは、同期され得る。例え
ば、リソースセグメント３３０－ａは、ＯＦＤＭシンボル３７５のシンボル期間と同期さ
れ得る。いくつかの例では、リソースセグメント３３０－ａおよび３３５－ａは、サブフ
レーム３６５のいくつかのシンボル期間と同期される。この同期は、上述したように、ク
ロスキャリアスケジューリングをサポートし得、よって、無線フレーム３６０のリソース
のサブセットが無線フレーム３０５－ａのリソースのサブセットの制御のために使用され
ることが可能になる。これは、アップリンク制御シグナリングまたはダウンリンク制御シ
グナリング、あるいはその両方に適用され得る。
【００６４】
　[0079]　前述したように、基準信号、例えば、ＤＭＲＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ基準信号等、
または測定基準信号は、図３Ａまたは３Ｂの、１つまたは複数のセグメント３３０、３３
５、３４０または３４５において送信され得るか、またはＯＦＤＭシンボル３２５の期間
全体に及び得る。３２５－ａ。
【００６５】
　[0080]　図４Ａ、４Ｂ、および４Ｃは、それぞれ例示的なサブフレーム構造４００、４
０２、および４０４、ならびに図１を参照して上述したワイヤレス通信システム１００を
含むワイヤレス通信システムにおいて使用され得る様々な基準信号構成を例示する図であ
る。例えば、サブフレーム構造４００、４０２、および４０４は、ネストされたシステム
構成のために使用され得る。サブフレーム構造４００、４０２、および４０４は、例えば
、図２または図３を参照して説明されたサブフレームの例であり得る。
【００６６】
　[0081]　本開示によれば、サブフレーム構造４００、４０２、および４０４は、さまざ
まな持続時間の１つまたはいくつかのリソースセグメント４０５、４１０、ならびに、あ
るシンボル期間を有するいくつかのシンボル（例えば、図３に例示されるシンボル３２５
－ａ）を含み得る。いくつかの例では、リソースセグメントは、ＯＦＤＭシンボル期間に
及び得る（例えば、リソースセグメント４０５は、ＯＦＤＭシンボルと等価であり得る）
。追加的に、または代替的に、サブフレーム構造４００、４０２、および４０４は、標準
のＯＦＤＭシンボル期間よりも短い持続時間を有するリソースセグメント４１０を含み得
る。
【００６７】
　[0082]　リソースセグメントは、ＤＭＲＳ、ＣＲＳ、ＣＳＩ基準信号等を含むように構
成され得る。例えば、図４Ａに例示されるように、基準信号は、シンボル期間（例えば、
４０５－ａ～４０５－ｃ）を有するＯＦＤＭシンボルにおいて送信され得る。いくつかの
例では、基準信号は、図４Ｂに例示されるように、１つまたはいくつかのリソースセグメ
ント４１０－ａ～４１０－ｃ上で送信され得る。他の例では、１つまたは複数の基準信号
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は、図４Ｃに例示されるように、サブフレーム４０４のいくつかのリソースセグメント４
１５－ａに及び得る。言い換えれば、基準信号は、シンボル内で、いくつかのシンボル上
で、単一のリソースセグメント内で、いくつかのリソースセグメント上で、またはシンボ
ルとリソースセグメントとの組合せ上で、送信され得る。様々な例では、基準信号割り当
てにおけるこのフレキシビリティは、レガシーＵＥまたは非レガシーＵＥの何れかが、あ
るいはその両方が、サブフレーム構造４００、４０２、４０４内で送信される基準信号を
利用することを可能にし得る。
【００６８】
　[0083]　図５は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポートす
るワイヤレスデバイス５００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス５００は、図１～
４を参照して説明されたＵＥ１１５または基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレ
スデバイス５００は、受信機５０５、シンボル適応モジュール５１０、または送信機５１
５を含み得る。ワイヤレスデバイス５００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコン
ポーネントの各々は、互いに通信し得る。
【００６９】
　[0084]　受信機５０５は、例えば、ネストされたシステム動作に関係した情報、データ
チャネル、および制御チャネル等の、様々な情報チャネルに関連する制御情報、ユーザデ
ータ、またはパケットのような情報を、受信し得る。情報は、シンボル適応モジュール５
１０に伝えられ、そしてワイヤレスデバイス５００の他のコンポーネントに伝えられ得る
。
【００７０】
　[0085]　シンボル適応モジュール５１０は、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を
有する第１のリソースセグメントを構成し得、そして、それは、シンボル期間よりも短い
第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成し得る。第１のおよび第２の持
続時間の合計の持続時間は、例えば、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しいもの
であり得、そして構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信し得
る。
【００７１】
　[0086]　送信機５１５は、ワイヤレスデバイス５００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機５１５は、トランシーバ内で受信機５
０５と共に配置され得る。送信機５１５は、単一のアンテナを含み得るか、またはそれは
、複数のアンテナを含み得る。
【００７２】
　[0087]　図６は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポートす
るワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は、図１～
５を参照して説明されたワイヤレスデバイス５００、ＵＥ１１５、または基地局１０５の
態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機５０５－ａ、シンボル適応モ
ジュール５１０－ａ、または送信機５１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス６００は
また、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信し得る。シ
ンボル適応モジュール５１０－ａはまた、シンボルセグメントモジュール６０５、および
通信管理モジュール６１０を含み得る。
【００７３】
　[0088]　受信機５０５－ａは、情報を受信し得、それは、シンボル適応モジュール５１
０－ａに、およびＵＥ１１５または基地局１０５の他のコンポーネントに伝えられ得る。
シンボル適応モジュール５１０－ａは、図５を参照して上述した動作を実施し得る。送信
機５１５－ａは、ワイヤレスデバイス６００の他のコンポーネントから受信された信号を
送信し得る。
【００７４】
　[0089]　シンボルセグメントモジュール６０５は、図２～４を参照して上述したような
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成し得
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る。シンボルセグメントモジュール６０５はまた、第１のおよび第２の持続時間の合計の
持続時間が、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しいように、シンボル期間よりも
短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成し得る。いくつかの例では
、第１のリソースセグメントは、第１のリソースセグメントモジュール６１５を利用する
ように構成され得る。同様に、第２のリソースセグメントは、第２のリソースセグメント
モジュール６２０を利用して構成され得る。いくつかの例では、第１のリソースセグメン
トは、第１のＣＰを含み得、第２のリソースセグメントは、第２のＣＰを含み得る。シン
ボルセグメントモジュール６０５はまた、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計
の持続時間がシンボル期間よりも長いように、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を
有する第３のリソースセグメントを構成し得る。第３のリソースセグメントは、第３のリ
ソースセグメントモジュール６２５を利用して構成され得る。
【００７５】
　[0090]　いくつかの例では、シンボルセグメントモジュール６０５はまた、シンボル期
間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別し得る。シンボル
セグメントモジュール６０５はまた、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第
２のリソースセグメントを識別し得、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続
時間は、シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい。シンボルセグメントモジュール
６０５はまた、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメン
トを識別し得、ここで、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間は、シ
ンボル期間よりも長い。
【００７６】
　[0091]　通信管理モジュール６１０は、図２～４を参照して上述したように、構成され
た第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信し得る。いくつかの例では、通
信することは、共通サブフレームにおいて、構成されたシンボル、構成された第１のリソ
ースセグメント、構成された第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せを利用し
て通信することを含み得る。
【００７７】
　[0092]　いくつかの例では、通信することは、第１のリソースセグメント、第２のリソ
ースセグメント、およびシンボル期間を有するシンボルにおいて、制御またはデータ信号
を送信することを含み得る。制御またはデータ信号はよって、第１のおよび第２の持続時
間ならびにシンボル期間に及び得る。
【００７８】
　[0093]　通信管理モジュール６１０はまた、構成された第１の、第２の、および第３の
リソースセグメントを利用して通信し得る。いくつかの例では、通信することは、第１の
リソースセグメント、第２のリソースセグメント、および第３のリソースセグメントにお
いて、制御またはデータ信号を送信することを含み、制御またはデータ信号は、第１の、
第２の、および第３の持続時間に及び得る。通信管理モジュール６１０はまた、第１のお
よび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信し得る。いくつかの例では、ノー
ドと通信することは、共通サブフレームにおいて、シンボルならびに第１のおよび第２の
リソースセグメントを利用して通信することを含む。
【００７９】
　[0094]　いくつかの例では、ノードと通信することは、第１のリソースセグメント、第
２のリソースセグメント、およびシンボル期間を有するシンボルにおいて、制御またはデ
ータ信号を受信することを含む。制御またはデータ信号はよって、第１のおよび第２の持
続時間ならびにシンボル期間に及び得る。通信管理モジュール６１０はまた、第１の、第
２の、および第３のリソースセグメントを利用して通信し得る。いくつかの例では、ノー
ドと通信することは、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、および第
３のリソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を受信することを含み、ここで
、制御またはデータ信号は、第１の、第２の、および第３の持続時間に及ぶ。
【００８０】
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　[0095]　いくつかの例では、第１のおよび第２のリソースセグメントは、第１のコンポ
ーネントキャリアの周波数リソースであり得る。通信管理モジュール６１０はよって、第
２のコンポーネントキャリアの周波数リソースを使用して、第１のコンポーネントキャリ
アの周波数リソースをスケジューリングし得る。一部の例では、受信機５０５－ａは、通
信管理モジュールと組み合わせて、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソース上で
、第１のまたは第２のリソースセグメントに関するフィードバックを受信し得る。代替的
に、受信機５０５－ａは通信管理モジュール６１０と組み合わせて、第２のコンポーネン
トキャリアの周波数リソース上で、第１のコンポーネントキャリアの周波数リソースに関
するグラントを受信し得る。いくつかの例では、送信機５１５－ａは、第２のコンポーネ
ントキャリアの周波数リソース上で、第１のまたは第２のリソースセグメントに関するフ
ィードバックを送信し得る。
【００８１】
　[0096]　図７は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポートす
るワイヤレスデバイス６００またはワイヤレスデバイス５００のコンポーネントであり得
るシンボル適応モジュール５１０－ｂのブロック図７００を示す。シンボル適応モジュー
ル５１０－ｂは、図５～６を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０の態様の
例であり得る。シンボル適応モジュール５１０－ｂは、シンボルセグメントモジュール６
０５－ａおよび通信管理モジュール６１０－ａを含み得る。これらのモジュールの各々は
、図６を参照して上述した機能を実施し得る。シンボル適応モジュール５１０－ｂはまた
、シンボル構成モジュール７０５、ＲＳ割り当てモジュール７１０、およびシンボル識別
モジュール７１５を含み得る。
【００８２】
　[0097]　シンボル構成モジュール７０５は、シンボル期間を有するシンボルを構成し得
、ここで、ワイヤレスデバイスと通信することは、図２～４を参照して上述したように、
構成されたシンボル、構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信
することを含む。
【００８３】
　[0098]　ＲＳ割り当てモジュール７１０は、図２～４を参照して上述したように、第１
のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せがＤＭＲＳを
含み得るように、構成され得る。いくつかの例では、シンボルは、ＤＭＲＳの一部を含み
、ここで、シンボルはシンボル期間の持続時間を有し、ここで、ＤＭＲＳは、第１のおよ
び第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。いくつかの例では、第１のリソースセグ
メント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せは、ＣＲＳを含み得る。シン
ボルはよって、ＣＲＳの一部を含み得、ここで、シンボルはシンボル期間の持続時間を有
し、ここで、ＣＲＳは、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。いく
つかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの
組合せは、ＣＳＩ基準信号を含む。いくつかの例では、シンボル等のリソースは、ＣＳＩ
基準信号の一部を含み、ここで、シンボルはシンボル期間の持続時間を有し、ここで、Ｃ
ＳＩ基準信号は、第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。
【００８４】
　[0099]　シンボル識別モジュール７１５は、図２～４を参照して上述したように、通信
することがシンボルならびに第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信する
ことを含み得るような、シンボル期間を有するシンボルを識別し得る。
【００８５】
　[0100]　ワイヤレスデバイス５００、ワイヤレスデバイス６００、またはシンボル適応
モジュール５１０－ｂのコンポーネントは、各々独立してまたは集合的に、ハードウェア
における適用可能な機能のうちのいくつかまたはすべてを実施するように適合された、少
なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて、インプリメントされ得る。
代替的に、機能は、少なくとも１つのＩＣ上の１つまたは複数の他のプロセシングユニッ
ト（またはコア）によって実施され得る。他の例では、他のタイプの集積回路が使用され
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得（例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ（Structured/Platform ASICs）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）、これ
らは当該技術分野において知られている如何なる方法によってもプログラムされ得る。各
ユニットの機能はまた、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実
行されるようにフォーマットされた、メモリ内に埋め込まれた命令を用いて、全体または
部分的に、インプリメントされ得る。
【００８６】
　[0101]　図８は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポートす
るＵＥ１１５を含むシステム８００の図を示す。システム８００は、ＵＥ１１５－ａを含
み得、それは、図１および図５～７を参照して上述したワイヤレスデバイス５００または
ワイヤレスデバイス６００の例であり得る。ＵＥ１１５－ａは、シンボル適応モジュール
８１０を含み得、それは、図５～７を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０
の例であり得る。ＵＥ１１５－ａはまた、ＲＳ識別モジュール８２５を含み得る。ＵＥ１
１５－ａはまた、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信を受信するためのコン
ポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例
えば、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａまたはＵＥ１１５－ｂと双方向に通信し得る
。ＵＥ１１５－ａは、非レガシーＵＥの例であり得る。
【００８７】
　[0102]　ＲＳ識別モジュール８２５は、図２～４を参照して上述したように、第１のリ
ソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せがＤＭＲＳを含み
得るように、構成され得る。いくつかの例では、シンボルは、ＤＭＲＳの一部を含み、シ
ンボルはシンボル期間を有しており、ここで、ＤＭＲＳは、第１のおよび第２の持続時間
ならびにシンボル期間に及ぶ。いくつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリ
ソースセグメント、またはそれらの組合せは、ＣＲＳを含む。いくつかの例では、シンボ
ルは、ＣＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、ここで、ＣＲＳは、
第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。いくつかの例では、第１のリ
ソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せは、ＣＳＩ基準信
号を含む。いくつかの例では、シンボルは、ＣＳＩ基準信号の一部を含み、シンボルはシ
ンボル期間を有しており、ここで、ＣＳＩ基準信号は、第１のおよび第２の持続時間なら
びにシンボル期間に及ぶ。
【００８８】
　[0103]　ＵＥ１１５－ａはまた、プロセッサ８０５およびメモリ８１５（ソフトウェア
（ＳＷ）８２０を含む）、トランシーバ８３５、および１つまたは複数のアンテナ８４０
を含み得、それらの各々は、直接的にまたは間接的に、（例えば、バスまたは複数のバス
８４５を介して）互いに通信し得る。トランシーバ８３５は、上述したように、１つまた
は複数のネットワークと、（１つまたは複数の）アンテナ８４０、あるいはワイヤードま
たはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ８３５は、
基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ８３５は、パケ
ットを変調して、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ８４
０に提供するための、および（１つまたは複数の）アンテナ８４０から受信されたパケッ
トを復調するためのモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ａは、単一のアンテナ８４０を含み
得る一方で、ＵＥ１１５－ａはまた、マルチプルなワイヤレス送信をコンカレントに送信
または受信することができるマルチプルなアンテナ８４０を有し得る。
【００８９】
　[0104]　メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ８１５は、実行されると、ここに説明された様々な機能
（例えば、ネストされたシステム動作等）をＵＥ１１５－ａに実施させるまたはプロセッ
サ８０５に実施させる命令を含む、コンピュータ読み取り可能な、コンピュータ実行可能
なソフトウェア／ファームウェアコード８２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／
ファームウェアコード８２０は、プロセッサ８０５によって直接的に実行可能でない可能
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性があるが、コンピュータに（例えば、コンパイルおよび実行されたときに）、ここに説
明された機能を実施させ得る。プロセッサ８０５は、インテリジェントハードウェアデバ
イス（例えば、セントラルプロセシングユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣ等）を含み得る。
【００９０】
　[0105]　図９は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポートす
る基地局１０５を含むシステム９００の図を示す。システム９００は、基地局１０５－ｂ
を含み得、それは、図１および図５～７を参照して上述した、ワイヤレスデバイス５００
、ワイヤレスデバイス６００、シンボル適応モジュール５１０－ｂ、または基地局１０５
の例であり得る。基地局１０５－ｂは、基地局シンボル適応モジュール９１０を含み得、
それは、図６～８を参照して説明された基地局シンボル適応モジュール９１０の例であり
得る。基地局１０５－ｂはまた、通信を送信するためのコンポーネントおよび通信を受信
するためのコンポーネントを含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネント
を含み得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｂはまた、基準信号識別モジュール９４
５を含み得る。
【００９１】
　[0106]　一部の例では、基地局１０５－ｂは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。基地局１０５－ｂは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバッ
クホールリンク（例えば、Ｓ１インタフェース等）を有し得る。基地局１０５－ｂはまた
、基地局間バックホールリンク（例えば、Ｘ２インタフェース）を介して、基地局１０５
－ｃおよび基地局１０５－ｄのような他の基地局１０５と通信し得る。基地局１０５の各
々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る。一部の
例では、基地局１０５－ｂは、基地局通信モジュール９２５を利用して、１０５－ｃまた
は１０５－ｄのような他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基地局通信モジュー
ル９２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間で通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内でＸ２インタフェースを提供し得る。いくつか
の実施形態では、基地局１０５－ｂは、コアネットワーク１３０を通して他の基地局と通
信し得る。一部の例では、基地局１０５－ｂは、ネットワーク通信モジュール９３０を通
してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【００９２】
　[0107]　基地局１０５－ｂは、プロセッサ９０５、メモリ９１５（ソフトウェア（ＳＷ
）９２０を含む）、トランシーバ９３５、および（１つまたは複数の）アンテナ９４０を
含み得、それらは各々、直接的にまたは間接的に、（例えば、バスまたは複数のバス９４
７上で）互いに通信し得る。トランシーバ９３５は、マルチモードデバイスであり得るＵ
Ｅ１１５と、（１つまたは複数の）アンテナ９４０を介して双方向に通信するように構成
され得る。トランシーバ９３５（または基地局１０５－ｂの他のコンポーネント）はまた
、１つまたは複数の他の基地局（示されていない）と、アンテナ９４０を介して双方向に
通信するように構成され得る。トランシーバ９３５は、パケットを変調して、変調された
パケットを送信のためにアンテナ９４０に提供するように、およびアンテナ９４０から受
信されたパケットを復調するように構成されるモデムを含み得る。基地局１０５－ｂは、
各々が１つまたは複数の関連したアンテナ９４０を有する、マルチプルなトランシーバ９
３５を含み得る。トランシーバ９３５は、図５の受信機５０５と送信機５１５とが組み合
わせられたものの例であり得る。
【００９３】
　[0108]　メモリ９１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ９１５はまた、実行
されると、ここに説明された様々な機能（例えば、ネストされたシステム動作等）を基地
局１０５－ｂに実施させるまたはプロセッサ９０５に実施させるように構成される命令を
含む、コンピュータ読み取り可能な、コンピュータ実行可能なソフトウェアコード９２０
を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード９２０は、プロセッサ９０５によって直接
的に実行可能でない可能性があるが、例えば、コンパイルおよび実行されたときに、コン
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ピュータに、ここに説明された機能を実施させるように構成され得る。プロセッサ９０５
は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、
ＡＳＩＣ等を含み得る。プロセッサ９０５は、エンコーダ、キュープロセシングモジュー
ル（queue processing modules）、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、
デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）等のような、様々な専用プロセッサを含み得る。
基地局通信モジュール９２５は、他の基地局１０５との通信を管理し得る。通信管理モジ
ュールは、他の基地局１０５と連携してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントロー
ラまたはスケジューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール９２５は、ビームフォ
ーミングまたはジョイント送信（joint transmission）のような様々な干渉緩和技法のた
めに、ＵＥ１１５への送信のスケジューリングを調整し得る。
【００９４】
　[0109]　ＲＳ識別モジュール９４５は、図２～４を参照して上述したように、第１のリ
ソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せがＤＭＲＳを含み
得るように、構成され得る。いくつかの例では、シンボルは、ＤＭＲＳの一部を含み、シ
ンボルはシンボル期間を有しており、ここで、ＤＭＲＳは、第１のおよび第２の持続時間
ならびにシンボル期間に及ぶ。いくつかの例では、第１のリソースセグメント、第２のリ
ソースセグメント、またはそれらの組合せは、ＣＲＳを含む。いくつかの例では、シンボ
ルは、ＣＲＳの一部を含み、シンボルはシンボル期間を有しており、ここで、ＣＲＳは、
第１のおよび第２の持続時間ならびにシンボル期間に及ぶ。いくつかの例では、第１のリ
ソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組合せは、ＣＳＩ基準信
号を含む。いくつかの例では、シンボルは、ＣＳＩ基準信号の一部を含み、シンボルはシ
ンボル期間を有しており、ここで、ＣＳＩ基準信号は、第１のおよび第２の持続時間なら
びにシンボル期間に及ぶ。
【００９５】
　[0110]　図１０は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１０００を例示するフローチャートを示す。方法１００
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５または基地局１０５、あるいはそ
れのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１０００の動作は、
図５～９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール
８１０、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの
例では、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能
を実施するための機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加的に、
または代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態様機能
を実施し得る。
【００９６】
　[0111]　ブロック１００５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成し得
る。ある特定の例では、ブロック１００５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【００９７】
　[0112]　ブロック１０１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１０１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【００９８】
　[0113]　ブロック１０１５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、構成された第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信し得る。ある特定の
例では、ブロック１０１５の動作は、図６を参照して上述したように、通信管理モジュー
ル６１０によって実施され得る。
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【００９９】
　[0114]　図１１は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１１００を例示するフローチャートを示す。方法１１０
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５、基地局１０５、あるいはそれの
コンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１１００の動作は、図５
～９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール８１
０、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの例で
は、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能を実
施するためのデバイスの機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加
的に、または代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態
様機能を実施し得る。方法１１００はまた、図１０の方法１０００の態様を組み込み得る
。
【０１００】
　[0115]　ブロック１１０５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成し得
る。ある特定の例では、ブロック１１０５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１０１】
　[0116]　ブロック１１１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１１１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１０２】
　[0117]　ブロック１１１５において、デバイスは、シンボル期間を有するシンボルを構
成し得る。ある特定の例では、ブロック１１１５の動作は、図７を参照して上述したよう
に、シンボル構成モジュール７０５によって実施され得る。
【０１０３】
　[0118]　ブロック１１２０において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、構成されたシンボル、構成された第１のおよび第２のリソースセグメント、またはそれ
らの組合せを利用して通信し得る。ある特定の例では、ブロック１１２０の動作は、図６
を参照して上述したように、通信管理モジュール６１０によって実施され得る。いくつか
の例では、第１のおよび第２のリソースセグメントは、第１のコンポーネントキャリアの
周波数リソースを含み、デバイスは、第２のコンポーネントキャリアのリソースを利用し
て、第１のコンポーネントキャリアの周波数リソースをスケジューリングし得る。追加的
に、または代替的に、デバイスは、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソース上で
、第１のまたは第２のリソースセグメントに関するフィードバックを受信し得る。
【０１０４】
　[0119]　図１２は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１２００を例示するフローチャートを示す。方法１２０
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５、基地局１０５、あるいはそれの
コンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１２００の動作は、図５
～９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール８１
０、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの例で
は、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能を実
施するための機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加的に、また
は代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態様機能を実
施し得る。方法１２００はまた、図１０～１１の方法１０００および１１００の態様を組
み込み得る。
【０１０５】
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　[0120]　ブロック１２０５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを構成し得
る。ある特定の例では、ブロック１２０５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１０６】
　[0121]　ブロック１２１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを構成し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１２１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１０７】
　[0122]　ブロック１２１５において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメントを構成し得
、ここで、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よ
りも長い。ある特定の例では、ブロック１２１５の動作は、図６を参照して上述したよう
に、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１０８】
　[0123]　ブロック１２２０において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、構成された第１の、第２の、および第３のリソースセグメントを利用して通信し得る。
ある特定の例では、ブロック１２２０の動作は、図６を参照して上述したように、通信管
理モジュール６１０によって実施され得る。
【０１０９】
　[0124]　図１３は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方法１３０
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５、基地局１０５、あるいはそれの
コンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１３００の動作は、図５
～９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール８１
０、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの例で
は、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能を実
施するための機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加的に、また
は代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態様機能を実
施し得る。方法１３００はまた、図１０～１２の方法１０００、１１００、および１２０
０の態様を組み込み得る。
【０１１０】
　[0125]　ブロック１３０５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別し得
る。ある特定の例では、ブロック１３０５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１１１】
　[0126]　ブロック１３１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１３１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１１２】
　[0127]　ブロック１３１５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して、ノードと通信し得る。ある特定の
例では、ブロック１３１５の動作は、図６を参照して上述したように、通信管理モジュー
ル６１０によって実施され得る。
【０１１３】
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　[0128]　図１４は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４０
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５、基地局１０５、あるいはそれの
コンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１４００の動作は、図５
～９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール８１
０、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの例で
は、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能を実
施するための機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加的に、また
は代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態様機能を実
施し得る。方法１４００はまた、図１０～１３の方法１０００、１１００、１２００、お
よび１３００の態様を組み込み得る。
【０１１４】
　[0129]　ブロック１４０５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別し得
る。ある特定の例では、ブロック１４０５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１１５】
　[0130]　ブロック１４１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１４１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１１６】
　[0131]　ブロック１４１５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間を有するシンボルを識別し得る。ある特定の例では、ブロック１４１５の
動作は、図７を参照して上述したように、シンボル識別モジュール７１５によって実施さ
れ得る。
【０１１７】
　[0132]　ブロック１４２０において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル、第１のリソースセグメント、第２のリソースセグメント、またはそれらの組
合せを利用して、ノードと通信し得る。ある特定の例では、ブロック１４２０の動作は、
図６を参照して上述したように、通信管理モジュール６１０によって実施され得る。いく
つかの例では、第１のおよび第２のリソースセグメントは、第１のコンポーネントキャリ
アの周波数リソースを含み、デバイスは、第２のコンポーネントキャリアのリソース上で
、第１のコンポーネントキャリアの周波数リソースに関するグラントを受信し得る。追加
的に、または代替的に、デバイスは、第２のコンポーネントキャリアの周波数リソース上
で、第１のまたは第２のリソースセグメントに関するフィードバックを送信し得る。
【０１１８】
　[0133]　図１５は、本開示の様々な態様による、ネストされたシステム動作をサポート
するワイヤレス通信のための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方法１５０
０の動作は、図１～９を参照して説明されたＵＥ１１５、基地局１０５、またはそれのコ
ンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１５００の動作は、図５～
９を参照して説明されたシンボル適応モジュール５１０、シンボル適応モジュール８１０
、または基地局シンボル適応モジュール９１０によって実施され得る。いくつかの例では
、デバイス（例えば、基地局１０５またはＵＥ１１５）は、以下に説明される機能を実施
するための機能要素を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加的に、または
代替的に、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される態様機能を実施
し得る。方法１５００はまた、図１０～１４の方法１０００、１１００、１２００、１３
００、および１４００の態様を組み込み得る。
【０１１９】
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　[0134]　ブロック１５０５において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別し得
る。ある特定の例では、ブロック１５０５の動作は、図６を参照して上述したように、シ
ンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１２０】
　[0135]　ブロック１５１０において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得
、ここで、第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よりも短いか
またはそれに等しい。ある特定の例では、ブロック１５１０の動作は、図６を参照して上
述したように、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１２１】
　[0136]　ブロック１５１５において、図２～４を参照して上述したように、デバイスは
、シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメントを識別し得
、ここで、第１の、第２の、および第３の持続時間の合計の持続時間は、シンボル期間よ
りも長い。ある特定の例では、ブロック１５１５の動作は、図６を参照して上述したよう
に、シンボルセグメントモジュール６０５によって実施され得る。
【０１２２】
　[0137]　ブロック１５２０において、デバイスは、図２～４を参照して上述したように
、第１の、第２の、および第３のリソースセグメントを利用して通信し得る。ある特定の
例では、ブロック１５２０の動作は、図６を参照して上述したように、通信管理モジュー
ル６１０によって実施され得る。
【０１２３】
　[0138]　したがって、方法１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、およ
び１５００は、ネストされたシステム動作を提供し得る。方法１０００、１１００、１２
００、１３００、１４００、および１５００は、可能なインプリメンテーションを説明し
ていること、そして動作およびステップは、他のインプリメンテーションが可能であるよ
うに再配置またはさもなければ修正され得ることに、留意されたい。いくつかの例では、
方法１０００、１１００、１２００、１３００、１４００、および１５００のうちの２つ
以上からの複数の態様が、組み合わせられ得る。
【０１２４】
　[0139]　添付の図面に関連して上述された詳細な説明は、例示的な実施形態を説明して
おり、実施され得るまたは特許請求の範囲の範囲内にあるすべての実施形態を表すわけで
はない。本説明全体を通して使用される「例となる（exemplary）」という用語は、「例
、事例、または例示の役割をする」ことを意味しており、他の実施形態よりも「好ましい
」、または「有利である」ことを意味してはいない。詳細な説明は、説明された技法の理
解を提供することを目的として特定の詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これ
らの特定の詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは
、説明された実施形態の概念を不明瞭にすることを避けるために、ブロック図の形式で示
される。
【０１２５】
　[0140]　情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうちの何れを使用しても表
わされ得る。例えば、上の説明の全体を通して言及され得たデータ、命令、コマンド、情
報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒
子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２６】
　[0141]　本明細書における開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモ
ジュールは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論
理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェ
アコンポーネント、あるいはここに説明された機能を実施するように設計されたそれらの
任意の組合せを用いてインプリメントまたは実施され得る。汎用プロセッサは、マイクロ
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プロセッサであり得るが、別の方法では、プロセッサは、如何なる従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでもあり得る。プロセッサは
また、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰと１つのマイクロプロセッ
サ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、または任意の他のそのような構成との組合せ）としてインプリメントされ得る。
【０１２７】
　[0142]　ここで説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、それら機能は、
コンピュータ読み取り可能な媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして記憶され
得るかまたはそれらを通じて送信され得る。他の例およびインプリメンテーションが、本
開示および添付の特許請求の範囲の精神および範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性
質が原因で、上述した機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイ
ヤリング、またはこれらの任意のものの組合せによって実行されるソフトウェアを使用し
て、インプリメントされることができる。機能をインプリメントする特徴はまた、機能の
一部が異なる物理的ロケーションにおいてインプリメントされるように分配された状態を
含む、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めてここで使用される場
合、２つ以上の項目のリストで使用される場合の「および／または」という用語は、リス
トされた項目のうちの任意の１つがそれ自体で用いられることができるか、またはリスト
された項目のうちの２つ以上のものの任意の組合せが用いられることができることを意味
する。例えば、ある構成（composition）がコンポーネントＡ、Ｂおよび／またはＣを含
むとして説明される場合、その構成は、Ａ単体、Ｂ単体、Ｃ単体、ＡとＢとの組合せ、Ａ
とＣとの組合せ、ＢとＣとの組合せ、あるいは、ＡとＢとＣとの組合せを含むことができ
る。また、請求項を含めてここで使用される場合、項目のリスト（例えば、「のうちの少
なくとも１つ」または「のうちの１つまたは複数」のような表現が付された項目のリスト
）で使用される「または」は、例えば、「Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つ」のリ
ストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、
ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的なリスト（a disjunctive list）を示す。
【０１２８】
　[0143]　コンピュータ読み取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュー
タプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体および通信媒
体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされること
ができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ読み取
り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ
－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デ
バイス、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコード手段を搬送ま
たは記憶するために使用されることができ、かつ汎用または専用コンピュータ、あるいは
汎用または専用プロセッサによってアクセスされることができる如何なる他の媒体も備え
ることができる。また、如何なる接続も、コンピュータ読み取り可能な媒体と適切に称さ
れる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤ
レス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合
、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、
およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用さ
れる場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多目的
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレ
イディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生
し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組
合せもまた、コンピュータ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれる。
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【０１２９】
　[0144]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造するまたは使用することを可能に
するために提供されている。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとな
り、ここに定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバリエ
ーションにも適用され得る。したがって、本開示は、ここに説明された例および設計に限
定されるべきではなく、ここに開示された原理および新規な特徴と一致する最も広い範囲
を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　　シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別す
ることと、
　　前記シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識
別することと、ここにおいて、前記第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、前
記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、
　　前記第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信することと、　
を備える、方法。
［Ｃ２］　前記シンボル期間を有するシンボルを識別することをさらに備え、ここにおい
て、通信することは、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソースセグメント
を利用して通信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記ノードと通信することは、
　　共通サブフレームにおいて、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソース
セグメントを利用して通信することを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記第１のリソースセグメントは、第１のサイクリックプリフィックス（ＣＰ
）を備え、前記第２のリソースセグメントは、第２のＣＰを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記ノードと通信することは、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記シンボ
ル期間を有するシンボル、において、制御またはデータ信号を受信することを備え、ここ
において、前記制御またはデータ信号は、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに前記
シンボル期間に及ぶ、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメン
トを識別することと、ここにおいて、前記第１の、第２の、および第３の持続時間の合計
の持続時間は、前記シンボル期間よりも長い、
　前記第１の、第２の、および第３のリソースセグメントを利用して通信することと、　
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］　前記ノードと通信することは、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記第３の
リソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を受信することを備え、ここにおい
て、前記制御またはデータ信号は、前記第１の、第２の、および第３の持続時間に及ぶ、
Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそれ
らの組合せは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　シンボルは、前記ＤＭＲＳの一部を備え、前記シンボルは前記シンボル期間を
有しており、前記ＤＭＲＳは、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル期
間に及ぶ、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそ
れらの組合せは、共通基準信号（ＣＲＳ）を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　シンボルは、前記ＣＲＳの一部を備え、前記シンボルは前記シンボル期間を
有しており、前記ＣＲＳは、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル期間
に及ぶ、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそ
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れらの組合せは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）基準信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　シンボルは、前記ＣＳＩ基準信号の一部を備え、前記シンボルは前記シンボ
ル期間を有しており、前記ＣＳＩ基準信号は、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに
前記シンボル期間に及ぶ、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別す
るための手段と、
　　前記シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識
別するための手段と、ここにおいて、前記第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間
は、前記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、
　　前記第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信するための手段
と、
　を備える、装置。
［Ｃ１５］　前記シンボル期間を有するシンボルを識別するための手段をさらに備え、こ
こにおいて、通信することは、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソースセ
グメントを利用して通信することを備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記ノードと通信するための前記手段は、
　　共通サブフレームにおいて、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソース
セグメントを利用して通信するための手段を備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記第１のリソースセグメントは、第１のサイクリックプリフィックス（Ｃ
Ｐ）を備え、前記第２のリソースセグメントは、第２のＣＰを備える、Ｃ１４に記載の装
置。
［Ｃ１８］　前記ノードと通信するための前記手段は、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記シンボ
ル期間を有するシンボル、において、制御またはデータ信号を受信するための手段を備え
、ここにおいて、前記制御またはデータ信号は、前記第１のおよび第２の持続時間ならび
に前記シンボル期間に及ぶ、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］　前記シンボル期間よりも短い第３の持続時間を有する第３のリソースセグメ
ントを識別するための手段と、ここにおいて、前記第１の、第２の、および第３の持続時
間の合計の持続時間は、前記シンボル期間よりも長い、
　前記第３のリソースセグメントを利用して通信するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記ノードと通信するための前記手段は、
　　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、および前記第３の
リソースセグメントにおいて、制御またはデータ信号を受信するための手段を備え、ここ
において、前記制御またはデータ信号は、前記第１の、第２の、および第３の持続時間に
及ぶ、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそ
れらの組合せは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２２］　シンボルは、前記ＤＭＲＳの一部を備え、前記シンボルは前記シンボル期間
を有しており、前記ＤＭＲＳは、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル
期間に及ぶ、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそ
れらの組合せは、共通基準信号（ＣＲＳ）を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２４］　シンボルは、前記ＣＲＳの一部を備え、前記シンボルは前記シンボル期間を
有しており、前記ＣＲＳは、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに前記シンボル期間
に及ぶ、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記第１のリソースセグメント、前記第２のリソースセグメント、またはそ
れらの組合せは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）基準信号を備える、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２６］　シンボルは、前記ＣＳＩ基準信号の一部を備え、前記シンボルは前記シンボ
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ル期間を有しており、前記ＣＳＩ基準信号は、前記第１のおよび第２の持続時間ならびに
前記シンボル期間に及ぶ、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　　前記メモリに記憶された命令と、を備え、ここにおいて、前記命令は、前記装置に、
　　　シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別
することと、
　　　前記シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを
識別することと、ここにおいて、前記第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、
前記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、
　　　前記第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信することと、
　　を行わせるように、前記プロセッサによって実行可能である、
　装置。
［Ｃ２８］　前記命令は、前記装置に、
　　前記シンボル期間を有するシンボルを識別することと、
　　前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソースセグメントを利用して通信す
ることと、
　を行わせるように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記ノードと通信するために、前記命令は、前記装置に、
　　共通サブフレームにおいて、前記シンボルならびに前記第１のおよび第２のリソース
セグメントを利用して通信すること
　を行わせるように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的なコンピュータ読み取り
可能な媒体であって、前記コードは、
　　シンボル期間よりも短い第１の持続時間を有する第１のリソースセグメントを識別す
ることと、
　　前記シンボル期間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識
別することと、ここにおいて、前記第１のおよび第２の持続時間の合計の持続時間は、前
記シンボル期間よりも短いかまたはそれに等しい、
　　前記第１のおよび第２のリソースセグメントを利用してノードと通信することと、　
を行うように実行可能な命令を備える、非一時的なコンピュータ読み取り可能な媒体。



(32) JP 6661635 B2 2020.3.11

【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】



(33) JP 6661635 B2 2020.3.11

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図４Ｃ】

【図５】

【図６】 【図７】



(34) JP 6661635 B2 2020.3.11

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】



(35) JP 6661635 B2 2020.3.11

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】



(36) JP 6661635 B2 2020.3.11

10

20

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  14/957,417
(32)優先日　　　　  平成27年12月2日(2015.12.2)
(33)優先権主張国・地域又は機関
                    米国(US)

(72)発明者  ルオ、タオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  スン、ジン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  伊東　和重

(56)参考文献  特開２０１４－０６８１２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１４／１４２５７６（ＷＯ，Ａ１）　　
              特表２０１３－５２０８８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１２／０２３０２７０（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

